
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

主 催  ２００６福岡県統計情報フォーラム実行委員会 
      （福岡県・福岡県統計協会）  
 
後 援  総務省政策統括官（統計基準担当）、財団法人全国統計協会連合会、 

福岡県教育委員会、福岡県情報統計教育研究協議会、 
      社団法人福岡県青少年育成県民会議、福岡県市長会、福岡県町村会 



 
 

 
は じ め に 

 
 

  
  平成１８年１１月２９日（水）、アクロス福岡（福岡市）において「２００６福岡県
統計情報フォーラム」を開催しました。 
    
 「福岡県統計情報フォーラム」は、統計業務に従事される統計調査員の方々や調査

協力事業所並びに行政職員の永年のご苦労に対してその業績を顕彰し、ならびに、県

が実施する統計グラフコンクールで優秀な成績を収められました入賞者の方々の栄

誉を称えるとともに、統計の重要性と統計業務への協力に係る県民の皆様の理解を深

めることを目的として、福岡県と福岡県統計協会が共同で開催しているものです。 
 
 本年度は、約３００名に及ぶ多数のご参加をいただき、統計功績者、統計グラフコ

ンクール入賞者への表彰伝達、また、ＣＮＳ(株)話し方研究所会長の福田 健 氏に
よる講演会を行い、皆様のご協力のおかげで盛会のうちに終了することができました。 
 
  このフォーラムの開催にご後援、ご協力いただきました関係省及び関係団体並びに
ご出席いただきました皆様方に心からお礼を申し上げます。 
 
 今後とも、統計情報の充実・発展を図るため、皆様の一層のご協力とご支援をよろ

しくお願いいたします。 
  
 平成１８年１２月 
 
               ２００６福岡県統計情報フォーラム実行委員会 
                         委員長  井上 照明 
                         （福岡県企画振興部長） 



第１部 表 彰  

（１）統計功績者表彰 

 統計調査業務に従事されている統計調査員の方々や調査協力事業所の永年のご苦

労に対してその功績を称え、関係各省、財団法人全国統計協会連合会並びに福岡県統

計協会が行うものです。 
 平成１８年度は１６４名及び１２事業所、財団法人全国統計協会連合会より１名、

福岡県統計協会より４１名及び１１事業所、総計２０６名及び２３事業所に対して表

彰が行われました。    
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）平成１８年度統計グラフコンクール入賞者表彰 

 福岡県統計グラフコンクールは、毎年実施されている（財）全国統計協会連合会主

催による統計グラフ全国コンクールの一環として、福岡県と福岡県統計協会が共同で

開催しているもので、今年で第５４回目を迎えました。 
 応募総数４０９点の作品の中から二次にわたる厳正な審査の結果、特選５点、入選

２０点、佳作２８点が選ばれました。 
 また、福岡県統計グラフコンクールの入賞作品のうち、２点が統計グラフ全国コン

クールにおいて佳作に入賞しました。  

                                                             

       

今回のグラフコンクールに協賛いただきました 

（株）シティアスコムより副賞の贈呈が行われました。



第２部 講演会 

演題 「人の心をとらえるコミュニケーション」 

 講師 ＣＮＳ（株）話し方研究所 会長 福田 健 氏 

 

 フォーラム第２部では、話し方研究所会長の 福田 健 氏をお招きし、これからの時代のコミュ

ニケーション術についての講演をしていただきました。 

 内容は、訪問調査のスキルアップのための「相手の方の警戒心を解き、心をとらえる方法」、「わ

かりやすい説明の仕方」、「言いにくいことを言うための心得・マジックフレーズ」など多彩に渡

り、とりわけ業務での活用が期待される調査員の皆様には御好評をいただきました。また、日常

生活においても役立つコミュニケーションの知恵も満載で、楽しい講演会でした。  

  
  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎１１月２７日～１２月３日の期間、アクロス福岡１階コミュニケーションエリアにて 

 統計グラフコンクールの入賞作品が展示されました。     

                                  

 

講演者 福田 健 氏 プロフィール 

1936 年山梨県甲府市生まれ。1961 年に中央大学法学部を卒業し、大和運輸（株）、

言語科学研究所等に在籍後、1983 年に「話し方研究所」を設立、所長を経て現在会

長となる。コミュニケーション術について、日々研究・指導に当たり、執筆活動の

他、民間企業・官公庁での講座及び講演活動においても多忙をきわめる。 


